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補強機構の開発，を含む全 7 章から構成されている．  
第 1 章は序論であり，本研究の背景と論文全体の構成を記述している．  
第 2 章では，構造的・環境的・人的負荷を著しく抑える低負荷耐震補強の枠組みを








第 3 章では，MDAD の力学的挙動を 2 分の 1 スケール試験体の準静的載荷実験と有
限要素法解析を通して詳細に把握し，多層鋼骨組に適用した場合の耐震補強効果を数
値解析で確認した．載荷実験としては，MDAD 単体の要素試験と十字型架構を対象と






















数回繰り返し載荷試験により，MDAD および biMDAD が卓越した繰り返し変形性能を
有することを実証した．  
第 6 章では，多層立体鋼骨組を用いた非線形変位漸増解析および地震応答数値解析
により，biMDAD の一方向 MDAD を 2 方向に設置した場合に対する有用性を定量的
に評価した．biMDAD は物理的に占有する空間を小さく，また短時間で骨組の水平 2
方向耐震補強を可能にする．補強層における平面計画を変化させた数値解析では，
biMDAD が MDAD に対して費用対効果に優れていることが示された．  
第 7 章は結論であり，本論文で得られた成果を要約している．  
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論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める．また，平成 29 年 8 月
24 日，論文内容とそれに関連した事項について試問を行って，申請者が博士後期課
程学位取得基準を満たしていることを確認し，合格と認めた．  
 
